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南海トラフの地震活動の
長期評価（第二版）
概要資料

平成25年5月

地震調査研究推進本部事務局

｡評価の経緯

･地震調査委員会では､これまで､内陸の活断層や海域の
プレート間等で発生する地震の長期評価を実施
一南海トラフの地震は平成13年に評価

一尋一

・東北地方太平洋沖地震の発生を踏まえ､長期評価手法の
見直しを検討

・南海トラフの地震は､広範囲で大きな被害が懸念される＆
切迫性が高いため､早急な防災対策が必要

・南海トラフについて､これまでに得られた新しい調査観測。
研究の成果を取り入れ､長期評価を改訂
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｡改訂にあたって留意した点

①固有地震モデル※ではなく､発生しうる地震の多様性
を考慮した評価を試みる

②不確実性が大きなデータでも防災に有用な情報は、
科学的知見の限界を述べ､評価に活用する

③データの解釈について議論の分かれるものは、
両論併記する

評価文の構成

・主文:得られた科学的知見を基に､対象とする地震活動を
どのように評価したかを述べる。【なるべく平易な表現】

・説明文:科学的知見の不確実性､問題点も含めてきちんと
述べ､地震の評価を行う｡【文献など専門的な要素を含む】

※ほぼ同じ領域で､ほぼ同じ規模･間隔で地震が発生する､というモデル
ヨ

一計前回の評価
（平成13年9月27日公表）

今回の評価 、
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最大クラス
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・観測データが揃っている近年の
地震から､震源域を評価

・各領域(東部･西部)で､ほぼ同

じ大きさ､ほぼ同じ繰り返し壷I扇-‐
で地震が発生L～次に発生する地震

東南海地震

南海地震

規模｜’
凸

M8.1前後

M8.4前後

一

30年確率

50％程度
(70～80％）

40%程度
(60%程度）

南海ﾄラフ
の地震

汐

ワ'， M8.7
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＝
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M8．5

M8.2

多様なパターンの地震が発生

規模 30年確率

M8～M9

クラス
60～70％

領域ごとに規模､発生確率を評価
()内は､従来の手法でH25年ﾕ月時点での確率を計算 、

南海トラフ全域で､規模､発生確率を評価
一
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評価対象領域について
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~評厩対象篇樫I

謹価対象鍾域

地形の変化､力学条件の変化､既往最大地震の震源域､現在の地震活動
を考盧
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深部低周波地震が起
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南端：

南海トラフ軸
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西端：

日向灘の九州･パラオ
海嶺が沈み込む地点 獺 ､l
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最犬クラスの地震：

震源域の広がりから推定される
規模はM9クラス
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2－束端に。いて

●遠州灘～銭州海嶺付近～新島｡神津島付近～相模トラフのどこかにも巨
大地震の震源域に含まれる領域が存在する可能性がある。
●科学的知見の収集"整理が不十分である。

->駿河トラフのトラフ軸力'ら富士川河口断層帯

138｡ 140。
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138。 140。

｡両端について

●1707年宝永地震の津波堆積物などの分布から日向海盆の領域
も震源域となった可能性がある。

●フィリピン海プレートの構造が､九州･パラオ海嶺の沈み込む周
辺で大きく変化している。

->日向灘の九州･パラオ海嶺が沈み込む地点を西端とする。

t
沈み込むフィリピン海プレート地織
・日向灘南西部：厚い地殻を持つ九州パラオ海嶺
・日向灘北東部：海洋性地殻の薄い「遷移帯」の存在

.四国沖：南海トラフ海洋地殻働
｢遷移帯」の西端が1968年日向灘地震の滑り域西縁と一致

0” Q聾

運動型巨大地震の西縁を規定する構造(仲西ほか,2011）
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2南茄にﾕ込工

●東北地方太平洋沖地震では､海溝軸付近で大きなすべりがあった。
●プレート境界浅部における高速すべりを示唆する結果がある。

フ軸を南端とする。今南海トラフのﾄラ
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コアの写真とビトリナイト反射率(Sakaguchietqﾉ.,2011) 9
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｡北端について
■

プレート境界の深部で深部低周波地震が発生している。

深部低周波地震発生域で短期的スロースリップが起きている。
短期的スロースリップによって､すべてのひずみが解放されているわけではない。
海溝沿いの巨大地震が起きると､深部も引きずられてひずみが解放される可能
性がある。

●
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深部低周波地震が起きてLlる領域の北端とする｡今
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深部低周波地
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南海トラフから沈み込むフィリピン海プレート上面の等深度線 10
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｡震源域の類型化(東西方向）
－

●地震の破壊の開始点あるいは終点は地形境界に対応する場合が多い。

-〉地形の境界に基づいて6領域に分割した
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評価薄象鏡嘆1

里震源域の類型LL南北五回Z
●プレートの沈み込む方向に､プレート境界の振る舞いを類型化できる。

->プレート の科学的知
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南海トラフで発生する地震の多様性
について

13

_=E甕……蕪.毎虹画

｡歴史記録からみた

震源域の多様性
塾
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･南海地域の地震と

東海地域における地震

①同時に起きる場合
（1498年､1707年）

②若干の時間差が生じる場合
（1854年､1944.1946年）
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①御前崎より西側で断層のすべり
が止まった場合(1944年）

②駿河湾奥まですべりが広がった
場合(1854年）
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……・説がある震源域

埠一…津波地震の可能性が高い地霞
一日向灘のプレート間地震(M7クラス）

14

P●■

蓮
,

ｑ
６
■
●
■



一

＝ 青… 22

の唾

18剥年安致東海地頂

凸蛤■，
吟中脇画
＃大地戻
り強蛸戻
44
g4－p

【S
pg～q
り0
口⑰－7
■ツ

1854安政東海地震
1854軍政南海地震

圃油五用鐘安晦
■
幸
唾
唾
雷
弔
司

泌
蛸
今
式
侭
用
４
６
ｅ
Ｄ
ら

Ｉ
４
４
Ｌ
守
曲
●
魯
画
白
凸

車●

e

oi
O”‘14
iけ自ら●今多
始

鍾。位司ふぐ燈_睡到

0 の

C
や

凸△

鍵瀞
'f･

藩‘－－曇
９
１
Ｆ

ー‐画一

k、

'誠
1.心ざ

け

シ

〆

いる(多様性）特徴が異r

梅恋壷湿姐 凸

意 度▼

●7

●6．5』
ら6I707q1Q28【宝永地涯〕M86
必 S5〃

壷5とｲ！
◆4．5

◆4
伊勾6以上

』

.a707宝永地震宝永地震(1707）

・安政東海地震(1854）

に比べて駿河湾周辺
の震度が小さい

｡安政南海（1854)に比

べて震度が大きい領域
が西へ広がっている

△

宇佐美(2003)、
松浦･中村(2010)に基づく

0ISO3“
一一一

′
k、

4
15、

●

謬騨P翌諏三 …

｡歴史地震の津波高分布

16



W脚癖X罰r■

｡津波堆積物､変動地形調査等による
南海トラフで発生した過去の地震の発生履歴
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・分岐断層の分布
●南海トラフでは分岐断層が確認されている。
●分岐断層における高速すべりを示唆する結果がある。
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査等から､南海トラフで発生する地
震は多様性があることが分かって
きた
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･全体がすべる場合、一部だけがす
べる場合など、様々なパターンの
地震が発生し得ると評価
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南海トラフで次に発生する地震について
ノ
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"南海トラフで次に発生する地震

●南海トラフで発生する地震は、多様性に富
むため、次の地震の震源域の広がりを正蝉
確に予測することは､現時点の科学的知見童
では困難

●南海地域、東海地域で同時に発生する地
震と､時間をおいて発生する地震があるが、
時間をおいて発生する場合でも､数年以内

にもう一方で地震が発生しており､両領域
はほぼ同時に活動してLlると見なせる。
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一つの領域と考え、海トラフ全●
1800

大局的には100～200年間隔で繰り返
し大地震が発生しているとして評価 1

●正平地震以降の地震で評価 一確実な震源域

一一確実視されている渡源域
●。可能性のある震源域
･･･…説がある震源域
画-…･‘侭津波地震の可能性が高い地震
一日向灘のプレート間地震(M7クラス）

｜南海地域と東海地域で時間をおいて発生
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･歴史地震から推定される次の地震までの間隔

時間予測モデルから椎

定した次の地震までの
間隔:88.2年

瞳目毎回a
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正平地震○○
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I 前地震の規模(すべり量)と
次地震までの時間間隔が

比例

昭和の地震の規模が小さ
かったため、次の地震まで

の間隔は短いと予測される

1361

1498

1605

台
Ｉ
Ｉ
Ｊ
亭フ

○
○
○
○

○
○
○
○
○

17m 800
Soo 釧

一
I

西圃（

‘'両

185』

194』

、

跨

1707宝永地震○○

1854安政地震○○

磯昭和地震○○

評価時点
正平地震以降の地震
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これまで最短で約90年で発
生

昭和の地震以降､現時点で
既に約70年経過している
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｡南海トラフで次に発生する地震の発生確率

･南海ﾄﾗﾌ全域に多様な震源パﾀーﾝを考慮「蓼羅雲禧Z《毫望．
・発生確率の評価手法は、多様性を説明する

‘鰐フガ
モデルが確立されていないため､従来の時間

予測モデルを適用し､南海トラフ全域を一体と
して発生確率を評価

発生確率
M8.7

1

’ 規模 30年発生確率領域

南海トラフ全域 M8～M9クラス 60％～70％
M8.5

M8.2
*1最大クラスの地震の発生頻度は､100～200年の間隔で繰
り返し起きている大地震に比べ､一桁以上低いと考えられる。
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今蟹仁向獄惹｣I

今後に向けて

一に起きた地震像を明らかに

るための調査研究の推進

地下構造や海底の変動地形の特徴の空間変化
の把握のための調査．過去地震の痕跡データ(津波堆積物､歴史

記録等)の網羅的な収集､シミュレーションと
の比較による過去地震の地震像把握

、、

生のプレート境界におけるひ

雪み蓄積状況をモーターするた
ける物理的なモデルの構築

過去の地震発生履歴や地震活動､地殻変動等の
多くの観測記録を説明する複数のシナリオの構築、

L活用 一一一一／

めの調査研究の推進

海底の地殻変動観測の充実および観測データを用
いたプレート間固着状況の把握
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長期評価の信頼性の向上

一
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今幾た向けでI’

プレート境界におけるひずみ蓄積状況のモニター

(現在の状況）平均…塵べｸﾄﾙ図(水率）
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底‘海地殻変動今直上でプﾚー ﾄの
曇固着状態を把握できる戦 ‘
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